
 
 

                  

昭
和
16(

1941)

年
、
横
須
賀
市
は
軍
事

都
市
の
様
相
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。

横
須
賀
市
に
接
す
る
三
浦
郡
逗
子
町
に

も
本
土
決
戦
に
備
え
て
披
露
山
に
防
空

砲
台
、
小
坪
に
沿
岸
防
備
の
洞
窟
砲
台
、

町
内
各
所
に
海
軍
工
廠
の
宿
舎
が
建
設

さ
れ
る
な
ど
、
海
軍
の
影
響
が
強
く
出

始
め
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
池
子
地
区

に
あ
っ
た
2780
万
坪
の
大
火
薬
庫
は
、
逗

子
町
だ
け
で
な
く
横
浜
市
金
沢
区
、
横

須
賀
市
の
3
市
町
に
ま
た
が
っ
て
お

り
、
戦
争
が
拡
大
す
る
中
、
三
浦
半
島
全

域
の
合
併
を
望
む
海
軍
の
意
向
は
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

一
方
、
逗
子
町
は
別
荘
地
、
住
宅
地
、

海
水
浴
場
と
、
本
来
観
光
の
性
格
が
強

く
、
軍
港
都
市
と
は
大
き
く
異
な
る
土

地
柄
の
た
め
、
合
併
に
反
対
す
る
空
気

が
濃
厚
で
し
た
。
し
か
し
逗
子
町
議
会

の
承
認
も
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
昭
和
18

(

1943)

年
4
月
1
日
、
逗
子
町
、
浦
賀
町
、

長
井
町
、
大
楠
町
、
北
下
浦
村
、
武
山
村

の
6
町
村
は
軍
の
意
向
に
沿
う
形
で

横
須
賀
市
に
強
制
合
併
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
20(

1945)

年
8
月
、
終
戦
を
迎

え
た
人
々
の
日
常
生
活
は
ま
だ
取
り
戻

せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
逗
子
の
人
々

に
は
、
横
須
賀
市
か
ら
の
配
給
品
の
量

や
質
の
低
下
、
公
共
施
設
や
学
校
の
予

算
の
不
平
等
感
、
日
常
の
行
政
手
続
き

の
不
便
な
ど
、
多
く
の
不
満
が
累
積
さ
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分
離
独
立
の
た
め
の
3
つ
の
条
件 

➀
旧
逗
子
町
の
有
権
者
の 

1/3
以
上
の
署
名 

②
同
有
権
者
の
投
票
に
お
い
て 

有
効
投
票
数
の
過
半
数
の
賛
成
票 

③
神
奈
川
県
議
会
に
て
賛
成
決
議 

 

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、

戦
時
中
海
軍
の
圧
力
で
一
方
的
に
横
須

賀
市
に
併
合
さ
れ
た
こ
と
の
是
非
を
問

い
た
だ
そ
う
と
す
る
思
い
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
昭
和
22(

1947)

年
、
久
木

町
内
会
長
の
竹
川
秀
満
氏
が
中
心
と
な

り
、「
逗
子
は
横
須
賀
よ
り
分
離
す
べ
き

で
あ
る
」
と
の
署
名
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
多
く
の
町
民
に
と
っ
て

は
、
食
料
や
衣
料
品
も
不
足
し
、
日
々
の

暮
ら
し
で
精
一
杯
の
な
か
、
政
治
問
題

へ
の
関
心
は
ま
だ
低
く
、
署
名
運
動
は

失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
横
須
賀
市
と
の
合
併
に
よ
り

横
須
賀
医
師
会
に
統
合
さ
れ
て
い
た
逗

子
と
葉
山
の
医
師
達
は
、
医
薬
品
の
不

公
平
な
配
給
な
ど
に
不
満
を
感
じ
て
お

り
、
横
須
賀
市
か
ら
分
離
す
る
準
備
を

進
め
、
昭
和
23(

1948)

年
1
月
に
逗
葉

医
師
会
の
設
立
許
可
を
得
ま
し
た
。
こ

の
医
師
会
の
動
き
は
当
時
の
若
手
の
政

治
家
、
教
育
界
、
商
工
会
の
人
々
を
刺
激

し
、
独
立
運
動
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
医

師
会
の
会
員
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
運
動
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
23
（
1948
）
年
7
月
に
地
方
自
治

法
が
改
正
さ
れ
、
戦
時
中
（
注
）
に
強
制

的
に
合
併
さ
れ
た
市
町
村
は
住
民
の
意

思
に
よ
っ
て
元
の
姿
に
戻
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
条
件
は
2
年

の
期
限
（
昭
和
25
年
7
月
末
ま
で
）
と

以
下
の
3
項
目
で
し
た
。 

 

   
 

        

翌
昭
和
24(

1949)

年
10
月
、
逗
子
文

化
青
年
団
の
山
口
茂
氏
の
発
意
に
よ
り

「
逗
子
の
分
離
独
立
は
是
か
非
か
」
と

い
う
議
題
で
討
論
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

40
名
程
の
参
加
者
の
中
、
逗
子
選
出
の

横
須
賀
市
議
会
議
員
や
逗
子
在
住
の
参

地
方
自
治
法
の
特
例
発
令 

逗
子
独
立
期
成
同
盟
会
の
結
成 

（
注
）
戦
時
中
と
は
昭
和
12
（
1937
）
年
7
月
7
日 

日
中
戦
争
の
発
端
と
な
る
盧
溝
橋
事
件
か
ら 

昭
和
20
（
1945
）
年
9
月
2
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

降
伏
文
書
に
調
印
す
る
ま
で
を
指
し
ま
す
。 

 



議
院
議
員
ら
は
分
離
独
立
は
時
期
尚
早

だ
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。 

し
か
し
、
閉
会
後
に
残
っ
た
独
立
に

賛
成
す
る
20
名
程
で
「
逗
子
独
立
期

成
同
盟
会
」（
以
下
「
同
盟
会
」
と
い

う
）
を
発
足
、
こ
こ
か
ら
本
格
的
な
分

離
独
立
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
同
盟
会

の
委
員
長
に
は
原
山
伸
雄
氏(
逗
葉
医

師
会)

、
副
委
員
長
は
山
口
茂
氏(
逗
子

文
化
青
年
団)

、
横
沢
清
造
氏(

洋
菓
子

店)

、
中
辻
荒
吉
氏(

衣
料
品
店)

が
就

任
し
ま
し
た
。 

同
盟
会
は
発
足
後
わ
ず
か
10
日
ほ

ど
で
活
動
を
始
め
、
昭
和
25
（
1950
）

年
は
正
月
返
上
で
独
立
の
た
め
の
第
一

の
条
件
と
な
る
署
名
運
動
に
尽
力
し
ま

す
。
そ
し
て
1
月
半
ば
、
有
権
者
の

1/3
以
上
の
賛
成
署
名
を
集
め
て
、
横

須
賀
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出

し
、
分
離
独
立
運
動
の
条
件
を
一
つ
達

成
し
ま
し
た
。 

 

  

 

             

逗
子
で
独
立
の
機
運
が
高
ま
る
一
方
、

横
須
賀
市
議
会
で
は
逗
子
町
分
離
を
阻

止
す
る
議
決
が
な
さ
れ
た
り
、
横
須
賀

市
民
の
間
で
も
逗
子
に
独
立
さ
れ
て
は

損
失
で
あ
る
と
反
対
の
声
が
あ
が
り
、

独
立
賛
成
派
と
反
対
派
の
対
立
が
激
し

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
住
民
投
票
の

前
日
に
は
ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
の
激 

し
い
応
酬
合
戦
も
起
き
ま
し
た
。 

          

平成 21 年 11 月、独立記念碑は 

逗子独立期成同盟会発祥の地であ

る、逗子 5 丁目の亀井児童公園に

建立されました。 

 
『逗子よ美しくあれ』より 

① 

《
署
名
の
結
果
》 

有
権
者
18377
人 

署
名
数
12845
人 

う
ち
有
効
署
名
数
9339 

（
『
逗
子
市
史 

通
史
編
』
よ
り
） 

 

 

 



2
つ
目
の
条
件
と
な
る
住
民
投
票

は
3
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
賛
成
票
が
多
数
を
占
め
、
住
民
の

分
離
独
立
へ
の
支
持
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

      

 

 

住
民
投
票
に
勝
利
し
た
同
盟
会
の
メ

ン
バ
ー
は
新
た
に
「
逗
子
愛
町
連
合
会
」

を
結
成
し
、
最
後
の
条
件
で
あ
る
神
奈

川
県
議
会
の
議
決
に
向
け
て
県
議
会
議

員
66
名
の
自
宅
を
訪
問
し
、
理
解
を
得

よ
う
と
活
動
し
ま
す
。
5
月
1
日
に
行

わ
れ
た
県
議
会
本
会
議
後
の
採
決
に
お

い
て
、
逗
子
の
独
立
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
地
方
自
治
法
特
例
の
期
限
ま
で
残

り
3
ヵ
月
で
の
決
定
で
し
た
。 

     

  

同
盟
会
の
結
成
か
ら
約
半
年
余
り
、

独
立
を
推
進
し
て
き
た
人
々
の
喜
び
は

大
き
い
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
昭
和

25
（
1950
）
年
7
月
1
日
、
神
奈
川
県

知
事
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
さ
れ
、

横
須
賀
市
逗
子
町
か
ら
三
浦
郡
逗
子
町

へ
の
分
離
独
立
が
実
現
し
ま
し
た
。
新

し
い
町
長
に
荒
井
友
三
郎
氏
、
町
会
議

員
に
中
村
キ
ヌ
氏
、
中
辻
荒
吉
氏
ら
30

名
が
当
選
し
ま
し
た
。 

分
離
独
立
か
ら
4
年
後
の
昭
和
29

（
1954
）
年
4
月
15
日
の
市
制
施
行
で

三
浦
郡
逗
子
町
は
逗
子
市
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
祝
賀
の
式
典
が
行
な
わ

れ
、
旗
行
列
が
逗
子
銀
座
商
店
街
を
練

り
歩
く
な
ど
市
制
を
祝
福
す
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
参
考
資
料
】 

 

『
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
‐
独
立
運
動
の 

想
い
出
‐
』 

中
辻
荒
吉
編 

Z

31.Z
ナ 

『
逗
子
よ
美
し
く
あ
れ
』 

山
口
茂
著 

Ｐ
312
ヤ 

『
逗
葉
医
師
会
史 

昭
和
45
年
』 

 

逗
葉
医
師
会
編 

Z

49.Z
ズ
70 

『
明
治
大
正
昭
和
年
表
‐
逗
子
の
三
代
史
』 

手
帳
の
会
著 

Ｐ
213.7
テ 

『
逗
子
市
史 

資
料
編Ⅲ

 

近
現
代
』 

逗
子
市 

Ｐ
213.7
ズ 

『
手
帳
[2]
』 

手
帳
の
会
編
集
Ｚ
05.Ｚ
テ
2 

逗
子
町
誕
生 

➁
《
住
民
投
票
の
結
果
》 

（
投
票
率
48.7
％
） 

投
票
総
数
8824
票 

賛
成
6990
票
、 

反
対
1722
票
、
無
効
112
票 

③
《
神
奈
川
県
議
会
の
決
議
》 

総
数
54
票
中 

独
立
賛
成
29
票
、 

反
対
24
票
、
白
票
1
票 


